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12月ウェビナー　Agenda

• 2018年物販業界の進歩  

　　　　　＆ 

2018年の成功事例、失敗事例

• 2019年の物販業界大予想
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2017年　EC化率



進歩1
小規模物販事業者の価値、利益が上がった

• BUPPANに所属しているような人たち  

•インフルエンサーやyoutuberなどネット有名人
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小規模物販事業者1.0の特徴

• EC販売に疎く、諦めてる会社も多い

•ものづくりの根にあるのが実店舗販売

•定期購入が根にある

•リピート性の高い商材が根にある

•越境EC
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自分の価値を活かせている人はごくわずか

•小規模事業者のビジネス業界での価値は  

情報、技術、スピード感  

•小規模事業者の最大の欠点は金と人と  

歴史（事業を持っていない）
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活かし方

•大手企業とジョイントベンチャー

•企業や個人へのコンサルティングサービス

•インフルエンサーのものづくりサポート

•出資を引き受ける、会社売却

7



会社の出口

•上場

•売却

•継承

•解散
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進歩2
小規模事業者のものづくりの基礎が出来つつある

•今出来る最大努力の商品作成を出来つつある

•サプライヤーも小規模歓迎ムード

•総代理契約、独占販売契約もしやすくなってきた
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進歩3
新たな広告、マーケの種類が増え、費用対効果もあってきた。

•クラウドファンディング

• YouTuberタイアップ

•ウェブメディアタイアップ

•自社メディア（SNS、LINE、オウンドメディア）
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費用対効果が出やすいタレント広告利用

•事務所に所属しているタレントは高い

•ファンが明確なタレントを起用する

•タレントと接点を多く持てるところを起用する
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進歩4
楽天市場の罰則強化

•ペナルティを取るようになりつつある  

•それに伴うBANや罰金事例も増えた
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2019年 物販業界大予想

•①ヤフーショッピングがPAYPAY支払いスタート

•②本当に消費者にとって良いものが売れる
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2019年 物販業界大予想

•③OEMの隙間がほぼ埋まる

•④プラットフォームのカート化
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2019年 物販業界大予想

•⑤良心型定期購入の本格始動

•⑥ファンとのコミュニケーションが重要に
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2019年 物販業界大予想

•⑦プラットフォームの流通額増加

•⑧消費者リテラシーの成長
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2019年 物販業界大予想

•⑨良い人材の雇用が難しくなり、外注化  

•⑩売れている人と売れていない人の二極化
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